
復讐 とカルマの物語
Thomas Pynchon の Vineland

木原 善彦

Thomas PynchonのVineZαndi)に は、東洋思想 へ のア リュ ー ジ ョ ンが数

多 く見 られ るが、Elaine B. Saferを 始 め と して、批評家 の多 くは、 それ ら

を、 浅薄 なパ ロデ ィだ と考 えて いるよ うで ある2)。 確 かに、近 年 の ア メ リカ

にお ける東洋思 想 の流 行 を皮 肉 っているとい う側面 があ るのは否 定で きない

が、 と くに、 「カル マ」(karma)と い う概念 は、 より複雑 な形で作品に関わ っ

てお り、充分 に考察 に値す ると思 われ る。

 Vinelαndは 、 何 人 かの批評 家が指摘 して い るよ うに、 「体 制 側」 と 「反

体制側」 との闘 いの物語 であ り3)、 その際 に、 カルマは反 体制側 の人 々の味

方をす る影 の影響 力を持 つて いるよ うであ る。

 そ こで、本 稿 では、Vinelαndの 中 に現われ る 「カルマ」 とは どの よ うな

概念 なのかを明 らか に しっっ、作 品全体 の構造 、文体 との関 わ りを見てみ た

いo

1

 OEDの 定 義 に よ る と 、"karma"と は 、"the sum of a person's actions

in one of his successive states of existence, regarded as determining

his fate in the next"で あ る4)。 作 品 中 で(218)言 及 さ れ るThe Tibetαn

Book of the i)eαdに は 、"there is one harmonious karmic law governing

with unwavering and impartial justice the visible as well as the in-

visible operations of nature"と い う一 節 が あ る5)。
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 後 者 の 思想 と よ く似 た信 念 を 持 って い る の が 、Frenesiの 祖 父Jess

Traverseと そ の一 族で ある。「カ ルマ」 的世 界観 に触 れ る言及 で、 もっと も

本格的 かつ真剣 な ものは、Jessが 毎 年恒 例 にな つて い る朗読 を行 な う場 面

に見 られ る。

 " 'Secret retributions are always restoring the level
, when disturb-

ed, of the divine justice. It is impossible to tilt the beam. All the 

tyrants and proprietors and monopolists of the world in vain set 

their shoulders to heave the bar. Settles forever more the ponder-

ous equator to its line, and man and mote, and star and sun, 

must range to it, or be pulverized by the recoil.' " (369)

人 の財産 、 自由、生命 を奪 った り、脅 か した りす る ことは、釣 り合 って いる

天秤 を傾 ける行為 であ り、 そんな ことを しよ うとす ると、反動 で天 罰が当 た

るのだ と、Jessは 説 いて いる。 この後、 Jessは 話 を続 けて、 Crocker"Bud"

Scantlingも 、 この"divine justice"を 乱 した ため に"secret retribution"

の 作 用 を受 けて、交通事故死 したのだ と言 う。

 林 業協 会 の会長で あ ったScantlingは 、 か つて、 林 業労 働 者 を一 つ の組

合 の もとに団結 させ よ うとしていたJessを 脅 す た め、 Jessの 上 に木 が倒

れ るよ うに工作 を した人物 で、 その際、Jessは 命 は助 か ったが、 足 の 自由

を失 つた(75)。 そ の仇 は誰が討っ とい うわ けで もな く、 偶 然 の事 故 に よ っ

て果 た され るので ある。 しか し、興 味深 いのは、Scantlingが 車 で衝突 す る

相手 が"an oncoming chip truck"(369)だ と い う点 で あ る。 単 にJess

の恨 みが晴 らされ ただ けで はな く、 人 を傷 っ け るた め に利 用 され た木 が、

"chip"(木 材 を細か く削
った もの)に 姿を変 えて、 その復讐 に手 を貸 したよ

うに思 われ るか らで ある。

 連 邦検 事 であ り、 また、作 品の悪玉 役で あるBrock Vondが 殺 され るの

は、上 に引用 した朗読 の直後 であ るた め(379-380)、Brockの 死 も"divine

justice"な い しは"karmic justice"に よ る もので あ るという印象が強 め ら
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れて いる。

 そ して、小 説 の終 わ りの部 分 で、 このよ うな 「カルマ」 的 な正義 の裁 き、

復 讐が、非常 に印象 的な形 で、 しか も、読者 にあ る種のカ タル シスを与 え る

形 で現われ てい る例 を見 る ことが 出来 る。ZoydとPrairieの 飼 ってい る犬

Desmondが 約 一 か月 にわ たる放浪生活か ら戻 つて くると き、 その顔 は た く

さん のアオカケ ス(blue jay)の 羽毛 にまみれて いる(385)。 なぜ、そ うなっ

て い るのか は書 か れて い ない が、Desmondは 普 段"the blue jays who

came screaming out of the redwoods and carried off the food in[his

dishコpiece by piece"(4)に い じめ られ続 けて いたこと と、 こ こ一 月 程 は

誰 も餌 をや るものが いな か つた こと とを思 い起 こせば、 お そ らく、 カケス と

闘 って、 その うちの何 羽か を食べ て しまったのだろ うと考 え られ る。 この挿

話 は、 ドッグ フー ドを と られた恨 みで復讐 に鳥 を食 べた とい う滑稽 な側面 が

あ るのに も関 わ らず、作 品全 体 を取 り囲む枠組 み としての 「カルマ」 的復讐

の存在を示 してお り、作 品 に一っ のまとまりを与 えている。

 そ して、 復 讐 と い う こ とに注 目す るな ら、Vinelandの 中 に登 場 す る、

"Th
anatoid"と 呼 ばれ る奇 妙 な登場 人物達 も非常 に興 味 深 い。 彼 らは、 い

わば、 ゾ ンビであ り、 この世 に恨み を残 したまま死 んで しま ったために、 あ

の世 に行 くことが 出来 ず、 ただ、復讐 を夢見て暮 らしてい る。

They [Thanatoids] were victims, he [Takeshi] explained, of karmic 

imbalances — unanswered blows, unredeemed suffering, escapes by 

the guilty — anything that frustrated their daily expeditions on into 

the interior of Death, with Shade Creek a psychic jumping-off town  — 

behind it, unrolling, regions unmapped, dwelt in by these 

transient souls in constant turnover, not living but persisting, 

on the skimpiest of hopes. (173)

"karmic imbalances"と は
、 例 に挙 げ られてい るとお り、「や られ つぱ な し

で、仕返 しが済 んで いなか つた り、苦 しい思 いをす るばか りで救 われ なか っ

た り、悪い奴 らがど こかへ逃 げて しまったり」す る ことであ る。"Thanatoid"
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達 は、「死」 の一歩手前 にあ るShade Creekの 町 で、 た だ ひた す ら、 わ ず

かな希望、 恨みを晴 らし復讐す る とい う希望 を抱 いて暮 らしてい る。 その中

に は、 ベ トナム戦争で死 んだ若者、学 生運動 の リー ダーを していた ために暗

殺 され た人 物な どが含 まれ ている。

 従 って、 ここにあ る寓意 は明 らか で あ る。"Thanatoid"達 は 「60年 代 」

の亡霊 であ り、 抑圧 され た反体制側 の声 を代 表す るゾ ンビなのであ る。彼 ら

が、 自然 の姿を とどめたままのVineland郡 の 山 の奥 に暮 ら して い る こ と

は、 別 の意 味で、象 徴的 な もの とな る。 コロ ンブスが 「発見」 し、 白人 が侵

略 したア メ リカで はな く、西暦1000年 頃 にLeif Ericsonが た ど りっ き、 侵

略す る ことのなか ったVinlandと しての アメ リカ と、 反体制勢 力 とが そ こ

で一 っ にな って いるか らである。 すなわ ち、 「体制 側、抑 圧、 侵 略 、 ア メ リ

カ国家」 という系列 と、「反 体制側、 自由、 共 生 、Vinland」 と い う系列 と

の対 立 がよ り鮮明 に浮か び上 が つて くるの であ る。

II

 Takeshi Fumimotaは"karmic adjustment"(カ ル マの精算)と 呼 ばれ

る仕事 を開業 してい るが、 この仕事 はThe Tibetan:.. of the I)eadに

記 され て いる死後の裁 きに似 てい るよ うで あ る。 その死 後の裁 きにおいては、

ヒン ドゥー教 における死者 の神、「閻魔」(Yama)が 、 秤 を使 って、 死 者 の

生前 の良 い行 ないと悪 い行 ない、 すなわ ち、 カル マを計 り、 それに したが っ

て、罰 や褒美 を割 り当 て ることにな って いる。6)同 様 に、Takeshiは 、 まる

で現代 の閻魔 のように、人 の集 めてい る"karmic chits"を コ ン ピュー ター

を使 って計算す ることが 出来 る(365)。

 "karmic adjustment"と い う仕 事 の 具 体 的 な 内 容 は 、 書 か れ て い な い が 、

カ ル マ の ア ンバ ラ ン ス("unanswered blows, unredeemed suffering, escapes

by the guilty"[173])を 評 価 、 査 定 す る こ と と 、 そ の 払 戻 しを 行 な う こ と、

換 言 す れ ば 、 復 讐 を す る こ と が 、 主 な 業 務 で あ る と考 え ら れ る 。

 :.



 こ の点 に関連 して、更 に、 推理 を進 め ると、VatoとBloodに よ るBrock

の 暗 殺 も、 あ るいはTakeshiと この二 人組 の間で何 らか の取 引 が あ った結

果だ とい う可 能性 もでて くる。 なぜな ら、VatoとBloodは 、 Takeshiに

何 度か カウ ンセ リングを受 けて いて、 その料金 を まだ支払 ってい ないよ うな

ので(177-79)、 こ の暗殺 に手 を貸す ことで帳消 しに して も ら うと い う こと

が あ り得 るか らで あ る。 少 な くと も、VatoとBloodが 直 接Brockに 恨

みを抱 くよ うな事実 があ った ことは書 かれていない。

 そ の点 は さて お き、Takeshiは 、 自分 の開業 して い る"karmic adjust-

ment"は 、 昔 のそれ とは種 類 が違 うのだ と述べ ている。

In traditional karmic adjustment, he [Takeshi] went on, sometimes 

it had taken centuries. Death was the driving pulse — everything 

had moved as slowly as the cycles of birth and death, but this 

proved to be too slow for enough people to begin, eventually, to 

provide a market niche. There arose a system of deferment, of 
borrowing against karmic futures. Death, in Modern Karmic 

Adjustment, got removed from the process. (174-75)

ここで言 う"traditional karmic adjustment"は 、 仏教、 ヒン ドゥー教 の

パ ロデ ィーであ り、 その考 え方 に従え ば、 カルマの精算 をす るために は、一

度死んで、生 まれ変 わ らなければ な らないので あ り、生 まれ変わ って初 めて、

前世 のカルマがむ くわれ ると されて いる。 と ころが、Takeshiの"Modern

Karmic Adjustment"の や り方 だ と、生 まれ変 わる必要 はな く、 ま た、 ま

るで カルマがお金で あ るか のよ うに、延べ払 いに出来 た り、 前借 り出来 た り

す る らしい。 実際、Takeshiは 、 世界 の通 貨体 系 を、"giri chits"す な わ

ち"karmic IOU's"に 基 づ いた ものに したい とさえ考 えて い る(100)。 こ

のTakeshiの 考 え方 は、 カルマ概 念を、 もっと も滑稽な形 で転 用 した もの

と言 えるだろ うが、 それ以上 に注 目すべ きは、"giri"や"10U"な ど の語

か ら分か る通 り、 カルマ とい う言葉 で含意 され るの は、 復讐 ばか りではな く、

恩返 しとい うこと も、 同様 に、重要 な要素だ ということで ある。
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 更に、カルマをお金に例える比喩は、復讐や恩返 しという出来事の連鎖が、

単純 に当事者同志の間で行なわれるのではな く、金銭の流通のように、複雑

に、入 り組んだ関係を経 るものであることを暗示する。

 例 え ば、飛行機 の中でZoydがTakeshiの 命 を助 けたとき、 Takeshiは

彼 に名刺 のよ うな"giri chit"を 手 渡 し(65-67)、 十 数 年闇 それをな くさず

持 つて いたZoydは 、 Brockか ら逃 げるた めにPrairieと 別 れ る際 に、 彼

女 にそ の カ ー ドを持 たせ(56)、 彼 女 は、 ボー イ フ レ ン ドのIsaiah Two

Fourが た また まバ ン ドと して呼 ば れ たRalph Wayvone, Sr.の 屋 敷 で、

現在Takeshiの パ ー トナーを してい るDL Chastainに 出 会 う こと とな り

(100)、Prairieは 、 TakeshiとDLの 助 けを借 りなが ら母親捜 しを始める、

と い う一 連 の 出来 事 を 考 え て みて も、 こ の 中 で は、TakeshiがZoyd

の娘 に恩返 しをす るとい う過 程 に、様 々な 出来 事や人物 が、関連 してい る。

 更 にそ こには、偶 然的要素 や、過去 の因縁 もか らんで い る。Isaiahの バ

ン ドが招 かれたの は、た また ま、the Cucumber Loungeの オ ー ナーRalph

Wayvone, Jr.の 妹 の結婚 式 に来 るはずだ ったバ ン ドが都合が悪 くな って来

られな くな り、 これ また、偶 然 に、今年 の窓破 りの ためにRalphの 店 に来

たZoydが そ の事情 を聞か されて、 更 に ま た偶 然、 そ の 日の夕 方 にZoyd

の 家 に遊 び に来 ていたIsaiahが そ の話 に飛 びっ いた、 という偶然 の重 な り

があ つたか らであ る。

 そ して、 この一連 の出来事 を支 えてい る、別 の要素、例 えば、Zoydが 窓

破 りをす る理由や、DI.がTakeshiの パ ー トナーを して い る理 由、 DLが

Ralph Wayvone, Sr.の 家 の結婚 式 に来 てい る理 由 、 な ど は、 後 にな つて

明か され る。71年 頃 に、Frenesiを 夫 と子 供 か ら引 き離 そ う と したBrock

は、Zoydに 、 Frenesiに 会 わ ない ことと、年 に一度狂人 じみた ことを して、

常 に居場所 をはつき りさせて お くことを約 束 させ、 そのた め、現在 に至 るま

で、Zoydは 窓 破 りを してい るので ある。 DLは78年 に、 マ フ ィアの ドンで

あ るRalph Sr.に 、 Brockの 暗 殺 を依頼 され、 暗殺計 画に気づ いたBrock

が 身 代 わ りに送 つたTakeshiに 、 間違 って恐 ろ しい技 をか けて しま い、 そ
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の償 い と して、 現在 パー トナー を務 めてい るので ある。

 こ れ らの 、 過 去 の 因 縁 、 偶 然 的 要 素 の 絡 み 合 っ た 、 出 来 事 の 連 鎖 が 、 「カ

ル マ 」 で あ る と言 え る 。 そ の 流 れ は 、 金 銭 の 流 れ と 同 様 に 、 複 雑 な の で 、 唯

一
、Takeshiの コ ン ピ ュ ー タ ー の み が 人 の 持 っ て い る カ ル マ を 計 算 で き 、

ま た 、 こ の 複 雑 に 入 り 組 ん だ 関 係 、 過 去 の 因 縁("the past...and the

crimes behind the world, the thousand bloody arroyos in the hinter-

lands of time that stretched somberly inland from the honky-tonk

coast of Now"[180])を 受 け と め る こ と の 出 来 る の は 、 DLの よ う な 数

少 な い 強 靭 な 人 だ け で あ る と 感 じ ら れ る 。

 しか し、 大局 的に見れ ば、 そ こで起 きて いる ことが らは、我 々の日常的 な、

楽観 的世 界観 と さほど異 な つてい るわ けで はない。っ まり、 いい こ とをすれ

ば、 め ぐりめ ぐって、 その報 いが訪 れ、悪 い ことをすれば、 や はり、 その罰

が当 た るよ うにな って い る、 とい うことで ある。Vinelandの エ ピグラフは、

こ うした信 念を表 明す る もの と考 え ることが出来 る。

Every dog has his day, 

and a good dog 

 just might have two days. (Epigraph of Vineland)

 こ の よ うに、善悪 の行 ない に必ず その報 いを もた らすカルマ の働 きの ため

に、 小説 中の随所で"faint signs of optimism"7)が 感 じられ、 ま た、 そ

の エ ンデ ィングが、"Shakespearean comθdy"8)の よ うな印象 を与 え て い

る。 た だ し、 そ う感 じ られ る原 因 は、 単 に、Vinelandの 最 後 の部分 で、

Brock, Scantlingと カ ケ スに対 す る、三 っの復 讐が 語 られ ると い う こ とだ

けで はない。

 と いうのは、 カルマは、単純 で直線的 な形 で作用す るのではな く、複雑 で

皮 肉 な形 でその働 きを明 らか にす るか らで ある。例 えば、本 来Brock側 の

人 間 で あ るHectorが 、 Frenesiの 一 家 をBrockに 捕 ま らな い よ うに

Vineland Airportか ら救 い出 し(355)、 Becker-Traverse一 族 のキ ャ ンフ。に
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無事送 り届 ける役割 を果 たす ことにな る。 また、BrockがPrairieを 誘 拐

しよ うと しているぎ りぎりの タイ ミングで、 レー ガ ン大統 領が、"REX 84"

と呼 ばれ る演習 を打 ち切 って しまい、Brockの 誘 拐 は未 遂 に終 わ る こ と と

な る(376)。 結 局、色 々な因果関係、 因縁の もつれが あ った後、追 い詰め ら

れ ていた反体制側 の人 々が、 完全 に とは いえ ないが、多少 救わ れる結 果 に終

わ る。

 終 わ りの100ペ ー ジほ どの間 に、"myriad different narrative shards"

が ぴ た りと組み合 わさ ってい くように読者 が感 じる9)要 因 は、 そ れ以 外 に

もあ る。 そのよ うに感 じられ るの は、 その時点 まで説明 されて いなか った謎

の答 えが与 え られ た り、細部 の事 情が、次 々 と明 らか に され るか らで あ る。

犬 のDesmondがPrairieとZoydに 飼 わ れ るよ うに な った経 緯(319)、

Zoydが 毎 年 窓破 りを や って い る本 当 の理 由(304)、 Zoyd親 娘 とVan

Meterが このVinelandの 土 地 にや って来 た経緯(305-6)、"Thanatoid"

達 がShade Creekに 初 めて現 われた ころの様子(320)、 最 初33ペ ー ジで言

及 され る"Tubaldetox"と い う施設 の詳 しい説明(335)、 これ ら全 てが次々

と明 らか になって いる。 ただ し、Chipcoの 研 究 所が破壊 され る事 件 を始 め

と して、 答 えの与え られ ない謎 もい くっ か存在 してい る。

 そ して また、Becker-Traverse一 族 のキ ャンプは、敵味方 入 り乱れ て、 あ

らゆる人 々 を引 きつ けて、最後 にそ こに、Desmondが 加 わ ることによって、

主要 な顔 ぶれが揃 うの と同時 に、小 説 は完結 して いる、 とい う構造 にな って

い る。

 結局、 カルマの働きは、反体制の人々に味方を し、一つの決着を見るのだ

が、常に反作用を伴 うカルマの性質を鑑みると、再び、彼 らに反動が襲 いか

かることも、おおいにあ りそ うなことである。

III

次に、複雑 に働 くカルマの作用と、語 りの切 り替えとの関連を見てみる。
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 一 っ の例 として、第4章 の最 初 の部 分 を取 り上 げてみた い。 最初 の3っ の

パ ラグラフで、Zoydが ダ ッ トサ ンの小型 トラックに乗 ってPhantom Creek

に住 むRCとMoonpieの 所 に向か つてい る姿 が描 か れ る(35-36)。 第4

パ ラグラフで は、Zoydが この夫婦 と知 り合 ったのが、 Frenesiと の 離 婚 が

決定 的 にな つた晩 であ った ことが回想 され、第5パ ラグラ フで は、Zoydが

そ のFrenesiに レ コー ドアルバ ムを捧 げ るっ も りで ある こ とが書 か れて い

る(36)。 そ の後 の3っ のパ ラグ ラフで は、ZoydがFrenesiと 出 会 った頃

に話 は遡 り(37-38)、 次 の5っ のパ ラグラフで、ZoydとFrenesiの 結 婚 式

の様 子が描 かれ る(38-39)。 次 いで、Zoydが 、 最近、夜 の 間 に魂 だ けが 肉

体 か ら飛 び 出 して"an extraordinary system of transport"に よ つて 、

Frenesiに 会 いに行 くことが 出来 ることが読者 に知 らされ、その体験 を、 ち ょ

うど、ZoydがRCの 所 へ出掛 け る前 に、 Prairieに 語 って い る場面、 す な

わ ち84年 現 在 、 に話 が戻 る(39-40)。 更 に、Prairieの"Say hi to'em up

on Phantom Creek, OK?"と い う、 Zoydを 送 り出す言 葉 と共 に、 Zoyd

がRCの 家 に向か つてい ると ころにす つか り話 が戻 る(40)。

 こ こでの語 りは、 時間 の中を行 き来 しなが ら、出来事の間 にあ る因果関係

を、現在 との関連 の中で、 ことこまかに追 って いる。 これ も、原 因 と結果 が

鎖 の よ うにっ なが つて いるカル マ的運命観 を感 じさせ るものであ る。 そ れゆ

え に、 あ る出来事 の原因 を求 めて、単純過 去で示 された時点以前 に遡 る こと

が必要 にな るため、上 で触 れた、各パ ラグラフの最初 の一文 は、相 と時制 に

お い て、 しば しば、 過 去 完 了 の動 詞 を含 ん で い る。 例 え ば 、"Zoyd had

known  ."(36),"Frenesi had ridden  ."(37),"Zoyd had grown

up。.。"(37),"Mean or not, he hadn't cried..."(39)と い っ た具 合

で あ る。

 と ころが、 カルマ的連鎖 が働 いてい るの は、パ ラグ ラフとパ ラグラフの間

のみ とい うことではな い。 そ こで、再 び、 第4章 の、 冒頭 の セ ンテ ンスを見

て みよ うQ

Zoyd hit the Phantom Ridge Road about an hour later than he
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wanted because of Elvissa up the hill's blown head gasket, which 

brought her down at 6:00 A.M. to borrow his rig, for which it 

had taken Zoyd then a while to scout up a replacement. (35)

この一文 のなか に、Zoydが 予 定 よ り遅れ て いた事実 か ら始 ま って、 Elvissa

に貸 した車 の替 わ りを捜す のに手 間取 った とい う、遅 れて いた理由 と、更 に、

そ のElvissaが 車 を借 り に来 な けれ ば な らなか つ た事 情 、 す な わ ち、

Zoydが 遅 れて いた理 由の原 因、 までが、盛 り込 まれて いる。

 このよ うな ことこまか な事情説 明 は、 この場面 だ けの文 脈、一っ の文 の内

部 だけ、 でその役割 を終 わ るのな らば、 さほど、注 目に値 しな いか も知 れな

いが、 これ らの、一 見些 細 ない きさつ が、 数十 ペー ジ、場 合 によ っては数百

ペ ージ後 にな って、重要 な鍵 を握 って いた ことが 明 らか になることが、間々、

見 られ る。語 り手 は、意 外 な結果 が生 じることを、最 初 の段 階で暗示 す るこ

とはない。読者 は、作 中人物 同様 に、何 かの結果 が生 じて初 めて、 その原 因

とな る、 小 さ な出来事 を思 い起 こ させ られ る。 第4章 の例 に話 を戻 す と、

ZoydがElvissaに 貸 した車 は、 その 日の うち に、 Brock率 い る警 察 の部

隊 によ って取 り押 さえ られ る こととな る(47)。

 この よ うな語 りは、 カルマ の巧妙 な働 きを模 してい るのではないだろうか。

最初、些細 に見 える ことが らが、後 々、決 定的 に運命 を決 める ことになるの

を、読者 に も実感 させ る語 りで あ ると言 つて もよさそ うに思われる。 もしも、

Elvissaの 車 が故障せず、 Zoydの 車 を借 りに来 て い な けれ ば、 自分 の車

にのつていたZoydは 、 Brockに 捕 ま つて しま つて いただ ろう。

 DLが 過 去の カル マを"the thousand bloody arroyos in the hinterlands

of time"(180)と 表 現 して いる ことも、興 味深 い。 なぜ、"the thousand

bloody rivers"で はな く"arroyos"な の だ ろうか。両者 の間 にあ る重要 な

差異 は、"arroyo"は 、 通常水 が無 く乾 いて いて、大 雨が降 った 時 にの み水

が流 れ る種類 の川 であ る点 で ある。DLが カ ル マの 流 れ を"arroyo"に 例

え る理 由は、雨 が降 った ときに普段 は川 のない ところに川 が出来 て、 上流 の
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ある場所 か ら下流 の ある場所 へ水 が流 れ ると い う"arroyo"の 特 徴 と、 何

か の事件 が あった ときに忘 れて いた過 去 の事件 の影 響が、時間 の流 れを下 っ

て、現在 に影響 を及 ぼす とい うカルマ の流 れが、 良 く似て いるか らで ある。

IV

 暫 くの間、 目に見 えな くな っていて、忘 れかけてい たものの影響 が、 突然

現 われ る。 語 りの内容 がその よ うな カルマの流 れを模 して いる例 は既 に見 た

が、次 に は、語 りの ス タイル、語法 が、 そのよ うなカルマの流 れを模 して い

る例 を見てみ る ことにす る。

He didn't get to the Cuke quite in time to miss Ralph Wayvone, 

Jr., in a glossy green suit accented with sequins, who was cracking 

jokes into the mike to warm this crowd, who in Ralph's opinion 
needed it, up. (356, my italics)

こ の セ ン テ ン ス に お い て 、 語 り 手 は 、 ぎ こ ち な さ を 避 け よ う と 思 え ば 、

"
warm up this crowd, who.._" と か L`warm this crowd up,

who...."な ど と 表 現 す る こ と が 可 能 で あ る の に 、 そ う は し て い な い 。

 句 動 詞 を用 い るのに、動 詞 と副詞 が大 き く隔 て られてい るとい うよ うな こ

とは、 あ る種 の作家 において は珍 しい ことではな いが、Pynchorの 、 と く

に、 この作品 にお いては、 や は りきわだ っている語 法であ る。 もう一っ の例

を見 てみ よ う。

Today, inspired by a wave of Bigfoot sightings down in the Mattle, 

Vato had nearly convinced the skeptical lookalikes [Rick and 

Chick] that the Escondido had been found abandoned in a clear-

ing, its owners frightened off by Bigfoot, in whose territory the 

car had then sat, anybody's prize, making its retrieval by the 

boys, who'd just happened to be in that part of the brush, an 

adventure full of perilous grades, narrow escapes, and kick-ass
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four-wheeling all the way, followed at each turn by the open-

mouthed Rick and Chick, upon whom at last Blood, usually the 

closer in these proceedings, laid, "So Bigfoot  bein' force majeur, 

we got the legal salvage rights." (44)

いわゆ る分詞構文や非制 限的関係詞節 が、文 の構 造 を複雑 に してい るが、 そ

れ より も、注 目すべ きは、談話 の レベル の変化 で ある。語 り手 は、Vatoが

RickとChickに 作 り話 を聞 かせて いる状況 を語 る こ とか ら始 めて、 that

以 下 で は、間接話法 の形 で、 その話 の内容を要約 して い る。 ところが、 その

ま ま、 文 の終わ りまでがthat節 に含 まれて い ることを予 期 して読 み進 め る

とき、 す なわ ち、"followed at each turn by the terrifying Bigfoot"と

っ なが って い くことを期待 す るとき、代 わ りに読者 が 目 にす る の は、"fol-

lowed at each turn by the openmouthed Rick and Chick"と い うっ な

が りであ る。 この例 において は、Vatoが 説 明を してい る状況 を語 る とい う

談話 レベ ルか ら、 その説 明 され る内容 に談 話 レベルが代 わ り、 また最 後 で、

元 の談話 レベル に戻 ってい る。 この場合 も、 ぎこちな さ、一読 した ときの分

か りに くさを避 けよ うとす るな ら、二文 に分 けるな どの手段 は い くつ もある

はずで ある。

 読者 は上の二っの例のような文を読むと、統語法や談話構造における深層

構造が、存在 して、センテンスを支えていることを意識 させ られる。結果 と

して、 これ らの文は、普段は潜在 していて目につかないカルマの状態が、あ

る時顕在化するという、既に見てきたVinelandの モチーフを文体の上で

も繰り返 しているものと考えることが出来る。

V

 で は、 その ように念入 りに作品 中に折 り込 まれて いるカルマ に注 目した と

き、Frenesiの 裏 切 りにっいて は、 どのよ うな ことが明 らかにな るのだ ろ う

か。Frenesi自 身 の言葉 によれば、 FBIの ス パ イ として の生 活 は"time-free
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zone"の 中 にい るよ うな ものであ り、 そ れ に対 して、 普 通 の生 活 は、"the

clockwork of cause and effect"で あ るとい う(90)。 更 に、 スパ イに な っ

た彼 女 は、 自分 が"safe in a world-next-to-the-world...where she

could kick back and watch the unfolding drama"(237)だ と感 じて い

る。す なわち、 カル マに支配 され る日常生 活 とは異 な って、 スパ イ生 活 は、

カルマ的応報 か ら自由であ る ことが、何度 も繰 り返 し述べ られ てい るので あ

る。Frenesiは 幼 い ころか ら、 自分 の した ことの始末を付 け るのを避 け る傾

向が あ つた とい うSashaの 証 言(58)も あ わせ て考 え ると、 Frenesiが 大

義 を裏切 った の は、 自由を追 い求 め るあまりに、 自分 の過 去の行動 の責 任 さ

え逃 れ ることを望 ん だ ことが原 因であ ると考 え られ る。 すなわ ち、彼女 はカ

ルマか らの 自由を求 めて、 仲間 を裏 切 った、 とい うことにな るので はな いだ

ろ うか。彼女 の存 在 が、60年 代 の学生 運動 全体 を象徴 してい ると見 な した場

合 で も、 同 じことが言 え るだ ろ う。

 しか し、Frenesiは 結 局、 FBIか ら切 り捨て られ、 カルマを逃れ ることは

出来 ない。 この ことは、Jessの 朗 読 の内容 を裏 付 け、 誰 もカル マの報 いを

逃 れ ることが 出来 ない ことを示 してい る。

 Vinelandは 、 Prairieの 母 親捜 しの物 語で あるの と同時 に、"[the quest]

for justice in a Nixonian and Reaganite America"10)で もあ る。 そ の正

義 の裁 きを もた らす もの と して、 「カルマ」 とい う概 念が 作 品中 で重 要 な役

割 を果 た して い る。 カル マは、 目に見えな いときで も、常 に作 用 して い て、

その流 れ は複雑 で あ るけれ ど も、 結局、苦 しん でいる人 々、 復讐 を遂 げ られ

ないでい る人 々、抑圧 ・排除 され た人 々に味方す るものであ る。

 無 論 、 カ ル マ 概 念 を 滑 稽 に 歪 曲 して い る 例 も多 く含 ま れ て い る。 既 に 取 り

上 げ た 例 以 外 に も、Sister Rochelleが 、 the Sisterhood of the Kunoichi

Attentivesで の 食 事 が ま ず い こ と を 言 い 訳 す る た め に 、"The karmic in-

variance is, is we're paying for high discipline in the Sisterhood with

aZOO in the kitchen"(109)と 言 っ て い る の も」ﾘJで あ る 。 っ ま り、 い い

も の に は 悪 い も の が 伴 う も の 、 訓 練 法 が 優 れ て い る 分 、 料 理 が ま ず い の は 、
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カルマの一定性 という法則で仕方がないというのがその言い訳である。

 しか し、 カルマがただ のパ ロデ ィーだ と考 え て しま つて は、 この小説 の構

造 や、 主題 を捕 え ることは出来 ない。 数 々の ポ ップ カルチ ャーへ のア リュー

ジ ョンか らは、60年 代 か ら70年 代 初 頭 にかけて の若者 達、 学 生達 の運動 と、

その挫 折 を、 その時代 を知 らない世代、IsaiahやPrairie達 の属 す る世 代

に伝 え よ うとす る姿勢 が感 じられ る。 そ の姿勢 の背後 には、体制 に対す る恨

みを語 り継 ぐことによ って、 カルマ的復 讐が いっか訪 れ る ことを、信 じて い

る とい うよりは、夢見 てい る、作者 の姿 が垣 間見 られ るよ うであ る。 レーガ

ン大統領 が再選 され る84年 と いう年 を時代設定 と して選 ん で い るの は、 「カ

ルマ」 的正義の裁 きが訪 れない現実 の悲 しさ、皮 肉 な姿 を、鮮明 にす るため

なのか も知 れな い。

 (この小論は94年7月 に開かれた日本アメリカ文学会関西支部例会での口頭

発表に大幅に加筆 したものである。)
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